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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　雷

　Alcoho1類の菌類に対する生長抑制乃無は殺jl！・i作用に関する研究は非’｝ilに譲いが，その：＄くは細蒲

に関するものであつて，糸li犬菌についてばその数が少い。　BUCIIANAN①等によれe：）l　Ethyl　alcoho1

はPo痂掘撒L属及び廊1，8叩泌摺腐に対t．5～8％で蝋芽を抑制し勧惣’7♪㈱薦に鮒し1．3％て鵬

育を停止する。N宇都野氏（4）は食品類に発！i…する徽及び酵母に対するAlcoho1獺の殺菌作用を研究

し・　欝07b魏♂頗‘？～L属と・t’ls2）er．q’illtt，s，鷹が最4》抵批性強く，　Alcoholの殺菌力は一般に分子量の増す

につれて強くなる傾向があると報告している。

　さて，硬イヒ病菌に対する化彫塾1貼の殺菌作用についての報告ぼ多数あるがAlc◎hol類の殺菌作用

を研究したものは極めて少いo田角氏（n）はGlycerineの2倍乃羅4倍稀釈液に白研摘菌分～闇包子を

30分浸潰するも死滅しないと報告し，勝又氏く9）は白獺病IZi分生胞子はEtllyl　alcoholの30％液に10

分間浸潰する期により死滅すると報告している。

　著者は硬化病菌に対する化学薬品の殺菌作用を系統1約に調ぺ且菌種間の揖抗憾の差異な明環，かにす

る事は硬化病防除剤の研究上並に硬4ヒ病歯の生勲研究する上に軍劉よ慕礎閻題で泌と蹴塞研究

にi袴手したo本報に於ては飽和1価Alcoho1の低級なものの殺菌作用について迎べる幽とする。

　本研究を行うに当り，御懇篤なる御指蝶と御校閲を賜わつた研究豊主任佐膝凋一漱授に，常に御激

励を賜わつた本学部松尾卓見助教援に，又硬化病菌を御分興下された郡是研究所響寄賢鴛郎氏に対し

て，厚く感謝の意を表するo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　　験

　（1）供　　試　　菌　　株

　供試菌は硬化病菌申’下記のもの6株を用いたo

　，（1）　白彊病菌（Botrytis　bassianαBAL．）国蚕株．

　　（2）緑囁病菌（．N・m？traeα7）rαcina　MouLB．）圓蚕株．

　　（8）赤彊病菌（T・αriaプ1．e・nz・sorosea　CAS．）国蚕株．

　　（4）黄殖病菌（Lgraria　i’arinosαFR．）国蚕株．

　　（5）褐彊病菌（Asper．qillt‘sノ～㈲己‘s　LINK．）国蚕株．

　　（6）麩徽病菌（！｛Sl）ergillus　o矧εαθCOHN）山桝株．

ge験に当つては之等菌株を顯病蜘ま鋤嘔蠣寒天にて20°cに赤懸病菌の揚合は糖加馬鈴薯寒天

（PH　5・5）にて23°Cに・その他の菌は馬鈴薯寒天にて23°Cに夫々培養し，胞子形成後2日～1〔順経

過した新鮮な胞子を用いた。
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　　　（2）　供試Alcohol及びその稀釈液の調製強

　　　Alcoho1は次の飽和1価Alcoholを用いた。
　　M・thy1・1・。h。1，　Ethy1・1・。h・1，　P・’・py1・1・・1・・1，　Btttyl・1・・h。1（一，，），Amy1。1。。h。1（＿i，，））．

　　（何れも国簾晶）。　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　轍液の激はM・thyl及びEthyl　a1・・h・1｝よ10％，20％，30％及び、10％とし，そのイ1圓辮度が

　　低いのでP・・py1・1・・h・1｝浦％，5％，7％及び9％とし，　B。ty1、1。。h。1はエタ6，3％，5％及び

　　7％とし・又Amy1・1・・h・U止ユ％及び2％とし何れも原液を1〔｝0％として糧％な1以℃9櫻濃度

　　のものを作つた・但し1撚O」cc繍加した場合にA1・。h・1の灘畷化tiご　方ぐた・b鰍1献9．9，，

　　を浬加した揚合に．正確に所要濃度となる様にした。

　　　（3）　胞子浮游液の調製法

　　　㈱卿踊の殺齢ヒ験に用いられた窟液の勧加z，（i）一タ鰍・・胞鞭一燃の水に漉矛噸

　　凱て脳液酢砺法，（ii）奈1了醐肋胞予髄ヨ郷灘・に㌫ける耀，㈹胞子那乃肌てし、

　　る斜醐地上に一獅の水イ杁れ撚して騨灘・作紡法，・i・）一矧のWt糸囎磁媚憎｝臨

　　させて薬液中に入れる方騰穂行洲・ているが，（i）（ii、（iii）・坊法嚇lil騰棚1く・嚇測包子

　　灘灘作礪が出来ない欠’輔勧隊（i・醐鋼柔轍申醐紬入れ翻ゴ嚇晒て不脳と
　　思われるので著考ほ次の方法を灯ヨいたo

　　即ち可及的一定量の胞子をメノー製乳鉢にとり牒くよく贋檸し一定蹴の滅菌ガくな捺々に灘加しよく混

　　和した。IS「r　〈して緬翻腋嘱合と同継の襯級捕づ一碗子灘灘作る勤ミ1疎編i飢て
　　この揚創包子力轍壌されておるべ届や棚べるため麟1踊累1の胞子につき〔）．5％P。1、t。。。水にて上言己

　　胞子液酢り・懸繭蘇より28℃2嚇撒に鰍したが，その糊襯澗～100％で励，且胞子
　　｛集『塊は殆ど認めらオtなかつたo

　　　（4）供試後塔養基
　　　鹸病菌・顯病臨麹徽ジ・脳にはO・5％P・pt。1ユ。水を，黄礪病菌，瀬病菌にはB。。i11。n依

　　緑瀦菌には1％鋤口B・・i11・・を用いた。その繊1歌・）如くで1騒。

　　　　O・5％P・pt・n・水一一P・pt。n・0．5％，　NaC1。．05％～0．1タど，　PH　6．　O

　　　　B・ui11・n一肉エキス1％，　P・pt・n・1％，　NaCl・O．　X～0．甥，　P・一・・6，0

　　　　1％糖加Bouillon一上記Bouillon　iこG1ucoseを1％に加えたもの。　PH6．　o

・　何れも10cc宛分注。高圧滅菌。

　　　（5）案験案施方法
　　　先づ供講の胞子を細mmの白餌（太さ・．5mm）で珀鋼量㈱移少鯨姶醐合聞、
　　1齢騒余）をとり前言己胞子灘難を・従い慨灘勧，之より聖・試験獣9．9c碗調製し25・

　　Cの囎水樫保つておいた勲・…c碗蜘え，所定蹴穏後曜4mn・の白鋼で珀金耳勲後
　　増雛に移し・赤卿繭囎合セ・は23°～2…ce・て，その他・噛・⑭て1、］T．28：’～29・Cl，。て1～2週間

　　培養しその発育状態を観禦した。

　　　解騰隙1°分・2・分・3・分・・蒔聞，21翻及び3時間とし，胞子曽賄藥灘賊塒」、喉増

　　蘇に移植した蹴で嚇間を以つて作用時聞とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果
　　供試胞子量胴及的一羅を鋤する撒努めたが，靴病菌囑合は満撫・より胞子のみtA，．　」li（

　　り得ず・a少齢をも泓する齢も有り・伽て継の如く常に一定鯉とり褥なかつ働礫験

　　は・常に3回厳密嚇返し・瞭問・’思われ磯合に噸に鰍を繰返して灘醐した．その撚
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はi次の如くであるo債1対照は滅繭蒸溜水9．9ccをとり胞子液O・　lcclt加えたものであるo

第t表　白畷病苗に対一」るAlcohol獺¢殺薦作用　　　　　第2表　惣臓病1獅（対するAlcoho1獺の殺菌作規

Alcoho1類

Methyl

alcohO1

Ethyl

alc，ohol

PrOpyl

alcohQ1

Butyl

alcoho）

Amyl
alcohol

10％

20％

30％

40％

　　　作　　用　　時　　間
‘砺1至・昏［殉蒔晦而圃　　Al塑堅．＿

十註

十，9

十s

10％

20％

30％
．窪9三互．

・％1

5％

7％
9％

1％

3％
5％

7％

｝2％

Il　％．

　十3

　十3

　十

1　＿

十ll

－1－　t）

［＋、1

1蝋
比2

円…P∵

　十3

十s

十3

十：1

十：1

十s

十tl

十s

一1－t1

十：1

十2

十：；

十暑；

十3

十2

　　
＋・ ｯ・・

十a

十n

十s

十2

十：1

十：1

炉！㍗1　　十‘馨

十It　十

十3

十：1

十

十tl

十iじ

十8

十a

＋Bl＋ξし

十：；

十

十｛1

十2

十a　　Methy1
＿　　　　　al　coh　n，　1

十：奮

十2

十鵠

一十一　　　　　1鉱　thyl

＿　　　　　alcoh（，1

”トtl　・ト：鷺

一　　一　　　Pr（》py！

＿　1＿　　　　alc｛｝ho［

　ヒ
ー　　　i　－

　i
十：t　十B

十a　　十雷募　　　］Buty1

1－　　－　　　　alCohol
i、一．－

1十｛1

十2

10％

20％

30％

40％

10％

20％

30％

40％

3％
5％

7％
9％

1％

3％
5％
？％

＋u　Amyl　l1％
＋　　al・。h。日2％

　　作　　．用．　」墜＿．、簡　　一．

・。分1・・分1・・分／劇…n・・1・胴

　一ト：

二t：’

』「』＋，1

　　　十3
1＋ab・＋

1師　　wh
l畔
1．＿＿＿唱

一．．　1．．　　r．！r．　．　＿　．　　一．1

　十s

l　醐

十：1　十s

＋紹＋u
i－1一

一トB

十2

・トe

十B　十B　牽6

牽3　十ft　十s

十3　十“

十　　　十

十s

十2

G－u

・v

十a

十8

十：1

十

・ト2

十a

十

十ti

“l
　l

・｛・8

・ト

一：圃一、㌘．L．．

・・＋・1　＋a

士　　・－　1－

　　　　i　　　i

一ト　a

十2

’蔚『㎝〕司「r二lr「汗＋・・1碕州・・　対　副・・，1・・ll司司＋・1踊
　　　　’－　twu－－L’t’t－’　tt－－　　’　　　’　　ロ’　　　　　　　’　tTn　T　　’　t”　ド

（融）表中の言己嬰は下配の発育」伏態を示すa

　＋…・・対照と同様の発嘗＋2……渕照より稚劣る発脊

　十……貧弱な発育　　　士…・痕跡的な発冑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　一……無発青

（1）　白彊病菌に対する殺菌作用

　Alcoho1類の白擁病菌に対する作用ば第1表に示す如くである。即ち白彊病菌はMethyl　alcohol

の30％で3時開及び40％で10分にて死減するが20％以下にては3時間にても何等影響を受けない。

Ethyl　alcoho1では30％20分及び釦％10分にて死滅し，20％にては2時間乃至3時間にて多少発育が

阻碍される。

　Propyl及びBu七yl　alcohoZにては共に5％2時間及び7％tO分にて夫k死滅ナるが．Buty1　alcohol

の方がPropyl　alcoholよりも生育阻碍作用は大である。

　Amyl　alcoho1にては2％にて3時間作用しても死滅するに至らないが1時間の作用にて既に多少

の発育阻碍が見られたり

　以上の結果から白磁病菌に対して生育阻碍乃至殺菌作理の最も強いのVX　Amyl　alcoholで之に次ぐ

のはButyl　alcoho1とPropy1　．alcoho1である。ヌ・Methy1はEthyl　alcoholよりもその作用が弱い。

（2）緑堰病菌に対する殺菌作用

　A正coho1類の緑嘔病菌に対する殺菌作用の結果は第2表に添す如くである。即ち緑畷病菌はMethyI
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alcoho1にては£0％3D分及び3G％10分にてすでに発育阻碍を添し，30％30分及び40％10分にて死滅

する。Ethyl　lalcoholにては10％30分及び20％10分にて発育阻審な示し，2⑪％1時關にて3ζ3暁∫及び

40％は共にIO分にて夫々死滅する。

P・・py1一及びB・ty1・1・・h・1に於ては5％及び7％にて却こユ0分にて死滅L，，3％に脳」：P・。pyl

alcohoiの揚合は30分にてすでに発育が阻碍され3時間にて死滅するが，　Butyl　alcoho1の場合ごIL　3

時間にても伺痕跡的の発育を示した。即ち緑嬬病蔚ぼButyl　alcoholよりも／　ropyl　alcoho1に対し

て抵抗性が弱い。父Amyl　alcoho1にて1よ1％3時間及び2％工O分にて砦干の廃育阻碍が見られ2％

1時間にて死滅するo

　以上の結果より緑礪摺菌に対して発「郁且碍乃i蕪殺菌作用の最も彊いのはAmyl　alcoholで，　Prc）pyl

alcoho1とButyl　alcoholとで1鏑愈帝の方が張く，3ζMethyl　alcrolio1はEtllyl　alcohol　J二り遇か

に弱いo　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　・

⑧　赤彊病菌に対する殺菌作用　　　　　　　　　　．

　Alcohol類の赤姻病菌に対する殺薦作♪目ば第3蓑に示す知くMotllyl　alcoho1にてぽ30％2時匠日，

40％10分にて死滅し，Ethyl　alcoho1にては30％及び40％共に10分にて死滅し，鮒％にては工（》分にて

すでに多少阻碍を翼iけるが3時ll，fiにても死滅するに爺らない。　Propyl　alcoho1にてほ5％：～時間及

び7％20分にて死滅し3ζ9％では10分にて死滅する。

又Butyl　aic・ho1にて（　・；Y．　5　％　2時闇及び7％1（1分にて死滅する。　Amy1　alc：・1・・1にて｝；k　2％3時聞

にても死滅しないが1％2時聞及び2％1時間にて盛少発育が阻碍される。

　第　3聚赤殖病歯に対するAlcoho1類の殺菌作珊　　　　第4衷費職病菌に対するAlcollo1獺の殺菌1脚lj
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鎮5表　褐照病1省に対するAlc（】hol類の殺繭作朋　　　　　鎮6籔　麹徽病茜に対するAlcoho1類の殺菌作解
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　以上の結果より赤猛病菌に対する発育随碍乃灘殺菌作用は分子量の大なるもの程強い傾向がある。

（4）　i黄橿1病菌に対するi殺菌作用

　黄猟病菌に対する殺菌作用の結果は第4表に示す如くで，その結果は白畷病菌に対する場合と類似

している。只Methyl　alcoho1に於ては白殖病菌は30％3時間及び40％10分にて死滅するも黄照病菌

の場合は30％3時間にても尚痕跡的発育が見られ，3440％にては20分にて死滅する。即ち黄照病菌の

揚合に於ても又分子量の大なる程発育阻碍乃至殺菌作用の強い傾向を示した。

㈲　孫彊病菌に対する殺菌作用

　褐礁病菌に対するAlcoho1類の殺菌作用の結果は第5表に示す如くであるが本噛　抵抗性は相当に

弧く，Methyl　alcoho1及びEthyl　alcoho1にては30％3時間にても死滅するにi至らず40％に於て

，Met’hy1　alcoholにては2蒋間にて，　Ethyl　alocholにては10分にて漸く死滅する。又Propyl　alcohol

にては7％3時間及び9％1時闇にて死滅し，Butyl　alcoholにては7％3」分にて死滅するρAmy1

alcoho1にては2％3時間にても何等影響を受けない。伺褐嬢病菌に対するPropyl　alcoholとButyl

alcoho1との殺菌力の差は他菌株の揚合と比較すると相当大であつた。以上の結果から禍殖病菌に対

するAlcohol類の発「育阻得乃至殺菌作用は分子量の増大と共にその強さを増す傾向にあるもAmyl

alcoho1の揚合には本i翼験の範囲内にて1止何簿作用が見られなかつた。

（6）麹徽病菌に対する殺菌作用

　本実験の結果は第6表に示す如く麹徽病菌は褐礁病菌についての結果と比較的類似しているが・

M就hyl　alcoho1にては褐獺病萬は40％2時間にて死滅するが麹徽病菌は同じ濃度で3時闇を要する。
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父B・ty1・1・・h・1に於ける死滅醸燗は撒納菌は7％で30分なのに対して郷㈱lezて1よ塒闇を

要する。之に反してP・・py1・1・・h・1にては搬鏑菌は7％嘱合3時間で蝦するが麹ll、㈱撚2

時闇で死滅するo

即ちこの結果か硯るに郷備菌は襯鏑菌に較べてM・thy1・1・・h・1及びB・t：yl　alcQh。1に対し

て｝鞘抵掘三醐1く2P・・pyl・1・・h・l　t・対して瞳搦し・傾向が郁。

以上第壊より第6灘でt／・示し燃験成経1より｛aut病菌に対する礪のAl。。h。1の殺菌H舗を

一括衷示すれば第7表の如くである。

　又硬化病薗をAlcoho1に対する蝋抗性の賜・順に列挙すれば錦8表の如くである。

即ちA1・・h・1の殺菌力はその分鷺醐す瀦くなる傾向P・効，鄭種の硬化病灘・糸猟顧ll

略種のA1・・h・1に対して最・も働1鵡鰯く，瀬1病菌，麟1病尚白猟符1獅3種麟i当近似しゾ。抵

掘三鮪し襯繭脚軟いでし・る・又最楓搬ゆ強いの｝遡餐㈱翫襯蘭靴鰯り，この堀
は3財iil当近似した抵抗悔を有する。

第7表　AICQhol鋼に対する硬化病菌の死誠時間一囎
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第8表　Alcohol類に対する硬化病歯の張醐“踏
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（融）』（1）　上覆は抵抗‘【彙の弱いものより順に列杷したものであるo

　　　（2）上肥中O印は紙抗性が本露験の範闘内では全く同機のものである毎随示し　　　　　　　　　　’

　　　　　　△印kl：略獄似のものな示すO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　括

（1）飽ln　1価Alcoho1の中Methyl，　Ethy1，　Propy1，．Buty1及びAmylの5種の低級Alcoholに

》ついて白頚1病菌，絹是堰病菌，赤夢匿病菌，黄堰病菌，；褐鍋病菌及び麹／l微病菌の6租1願の硬化病保費こ対す

る殺菌作附を調べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　（2）　その結果これらのAlcoho1は分子：壁の増す1こ従い’硬化病菌に対す、る雄育障碍乃溺殺菌作用力瓢曾

大する傾向が有つた　然し緑縣病菌の揚’含に於てはPropyl　alcoholの方がButyl　alcoholよりセし禰

張かつた。

　（3：】Me’tliyl　alc〈）holとEthyl　alcoho1との殺菌力のi整は魯菌種共1こ1IF；当火であつた。

Propyl　alcoho1とBUI：yl　alcoho1との揚合1こ於ては白ジ1蔑病菌，緑り｛ll病菌，赤蝋掬菌及び黄蝋膚菌の

盛種は」・Ltこ大鵬はなし・が，掲短病曝iと麹徽病撚iの腸合はその鹸が比1鮫白勺大きく殊に二褐夢厳腐菌に於ては

俄ζしかつたo

　④　Amyl　a1CDho1は緑夢｝｝1商菌．二対して⊥II寺間の作用にて発ぼを完企7ご阻：i｝－i］したが，他の菌罰に対

してば本爽験の範闘内では完金に雌［L止し得なかつたっ殊に禍蝋病菌と麹徽ヲ商菌どほ1酊等影響を受け！よ

かつた。

　（5）6禰類の硬化病菌rl：1各種のAlcoholに対して抵抗性の最も弱い㊧ば緑職符菌であり，赤列護病菌

白殆競橿1．尉，黄4｝融丙τ掛の3種が之に…欠ぎ，褐夢｝麟揃窺と麹徽病菌は最も強かつた6

（本文の概要ほ11！49隼11月申部蚕桑研究連絡会研究発i漿会に於て発翼した）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sumnlary
　ね　　　　　

　The　author　studied　the　disinfectant　activities　of　m6thy1，0thy1，　propyl，　butyl　and　amyl　alcohol

to　the　following　fu11亘i：刀‘♪t？’yt・11s　bas，s・iαn，．z，荊ηLl偽薦2澱1ノ脇邸，ムαrゆノ‘‘η酬｛脚b’｛1：，！脇漉プt・zr一

伽0εα，ノ1δ2，θ’μZ♂’‘s！～ωむ‘sand　A，s7，er．qillt‘s　o，ツ之α8・

　The　higher　the皿01ecular　weights　of　the　above　mentioned　kinds　of　alco1ユol　are，　the　more

injuri・usly　a1・・h・1　acts　ge謡・11y　t。　the　fungi・

　Tlle　most　weak　fungus　to　alcohol　is、Nonzu，’αaa　7）rac’ina，　andηo伽ノ傭ba，ss’iα，zα，．rsαria！己‘一

？noso7；osea　and　．Lsa7・iα／α，’inOscz　are　the　next，　and　then　∠ls？）Cl～’（ノ嚇‘酬　／ZαVt‘ε　and　x’ih’2．’｝eJ・f／illtts

Oプ三ノzαθ　　are　nユost　stron9・　　　¢

　　　（Laboratory　of　Silkworm　Pathology　and　Micro・biology，　the　Fac砒y　of　Textile　anδ

　　　　　　　　　　　　　　Sericulture，　Shinshu　Uni＞ersity，　Ueda，　Japan。）
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